2014年度第1回役員会
2014年6月16日　作成
日　時：平成26年6月16日(月)　12：00～14：00
場　所：富岡公民館研修室
出席者：横溝　小西　松井　国分　田中（宣）夛田　川田　澤田　松本（く）佐々木　松本（冨）(11名）

欠席者：田中（洋）玉野　渡邊　村田（敬称略）
議題
1、社会教育関係団体への現況報告について

　新年度が始まるこの時期、教育委員会から会の代表者へ浦安市社会教育関係団体の要件を満たしているか、調査の書類が届きます。1～5までの具体的な基準すべてに当てはまることが必須です。
1、10名以上の会員を有すること。

2、団体設立から1年以上経過していること。

3、会長、副会長、書記、会計、会計監査等の役員が置かれていること

4、私的な運営になっていないこと。

5、会費等、社会教育事業を運営する上での妥当な額であること。

遊ねっとは代表者が決まっておらず、現在会長代行を前会長の横溝さんが受けておられ、早急に次期会長を決めなければならない。
2、次期会長について
★横溝会長代理の提案
一人の人が長く会長をやることは良くないという意見が一昨年から聞かれるようになったので、次期会長に引き継ぎたい。個人にお願いしたが現在まで引き受け手が見つからず、4月14日、各例会長に集まっていただき、協議した結果、従来からの順番で美浜例会に会長職を要請することに決定した。
しかしながら努力していただいたにも拘らず、美浜例会では受けられないと回答があり、会長代行という形で新年度に入った。再度のお願いとして会員は70歳代、80歳代で、個人で会長を受けるのは荷が重い。
役割を分担して美浜例会で受けていただけないかとの提案があった。

★この提案を受けて
・美浜例会では会員は親の介護、夫の看護など、会として役割を分担して会長をやろうと言っても賛同は得られない。持ち帰っても期待に添えない。
・女性の会長という意見もあったが、若い女性と違って、高齢の女性では苦労が多いのではないか。
・会長の受け手がいないからと即座に遊ねっと解散に走るのは拙速すぎると考えられる。

・遊ねっとの当初の目的が、Ｗｏｒｄ，Ｅｘｅｌｌを学ぶことから最近ではWindows8.1の操作に戸惑ったり、また関心事が端末に移っているというギャップがあり、パソコンサークルの目標が変わってきている。会長を受けられない理由の一つに環境の変化に対応できていないからではないか。
・松井会長が頑なに断っておられるので、美浜例会から会長出すということに拘らず、広く考える必要もあるのではないか。
・組織で決定したことが果たせないからといって、はい！そうですか！では会として成り立たない。
結論としてもう一度美浜例会に持ち帰って話し合っていただきたいと懇願、松井会長は了承された。
★その他、これまでの遊ねっとの活動に関して多くの意見が出された。
・遊ねっとは簡単に解散とはいかない

・遊ねっとは3場所の協力で安定し多くの市民に受け入れられてきた。
・そのメリットは

①人材が豊富　　サポータ研修会の運営が可能

②会員が多いので財政が安定している

・資器材の購入が容易会員への還元が多い（５０％は確実に還元している）

・数のメリットを理解し多くの会員の方が遊ねっとの存続を期待している

・会が解散する場合の多くの例は、
①会計上の破たん②会の活動が停止③不祥事があった場合が一般的と考えますが遊ねっとはこれらの項目に該当しない。そこで遊ねっとの存続を望む会員も多いので遊ねっとをスリム化して対応して行きたい

・遊ねっとから離脱例会があってもやむを得ない。しかし会則はこのような事態を想定していないので今後問題点を整理する必要がある。特に遊ねっとの資産(現金・備品・預金通帳）については各例会のものではなく遊ねっとに帰属するものと理解しておくこと肝要である

・遊ねっとは解散した方がよい

・私は役員をしているが来年度は退会する

・会則では2ヶ月間会費を納入しない場合は退会とみなされます

・長い会員でもメールの添付送受信ができない会員もいる

・タブレット等自分で購入所持すべきである

・会員は幅が広いので寛大な態度で臨んだ方がよい

・同じことを何度聞かれても腹を立てず対応する方がよい

・この会は教室でなくパソコンを通して絆を増やす目的にある

・これまでも色々美浜例会のためにやってきている

3、その他

・10月13日、イトーヨーカドーで開催される「市民活動フェスティバル2014」の参加は今年も見合わせる。
